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奨
学
金
等
を
通
じ
た
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

  
一
、
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て 

 
 

家
庭
の
経
済
的
事
情
に
左
右
さ
れ
ず
誰
も
が
学
び
成
長
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
政
府
の
基
本
的

な
考
え
方
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。 

 

二
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て 

(

１)
 

こ
れ
ま
で
貸
与
し
か
な
か
っ
た
日
本
に
お
い
て
給
付
型
奨
学
金
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
が
、
対

象
者
（
一
学
年
二
万
人
）
、
給
付
金
額
（
二
～
四
万
円
）
は
「
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
子
供
た
ち
の
進
学
を
後

押
し
す
る
と
の
政
策
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
充
分
な
規
模
」
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
今
回
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
度
の
本
格
実
施
以
降
、
将
来
に
向
け
て
更
に
拡
充
し
て
い
く
考
え
か
。
そ

の
場
合
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

(

２)
 

総
理
は
第
百
九
十
三
通
常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
「
本
年
春
か
ら
、
そ
の
成
績
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
と

す
る
全
て
の
学
生
が
、
無
利
子
の
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
六
割
超

を
占
め
る
有
利
子
奨
学
金
の
受
給
者
は
全
て
無
利
子
に
す
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。 

(

３)
 

日
本
が
二
〇
一
二
年
に
留
保
を
撤
回
し
た
「
国
際
人
権
Ａ
（
社
会
権
）
規
約
第
十
三
条
の
２
（
ｃ
）
項
」
（
高
等
教

育
を
受
け
る
機
会
均
等
と
無
償
教
育
の
漸
進
的
導
入
）
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
具
体
化
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。 

 

三
．
二
〇
一
七
年
度
予
算
案
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て 

(

１)
 

二
〇
一
七
年
度
の
先
行
実
施
分
の
対
象
者
の
選
定
基
準
や
選
定
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
す
べ
て
高
校
の
推

薦
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
の
か
。
学
校
推
薦
の
割
り
振
り
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
行
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
の
か
。 
(

２)
 

無
利
子
奨
学
金
の
残
存
適
格
者
は
現
在
二
万
四
千
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
算
定
は
い
つ
の
時
点
で
ど
の
よ
う
な

方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
後
は
基
準
を
満
た
し
た
場
合
は
、
全
員
無
利
子
奨



学
金
を
受
け
ら
れ
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。 

(

３)
 

給
付
型
を
は
じ
め
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
円
滑
に
実
施
す
る
に
あ
た
り
、業
務
量
に
見
あ
っ
た
充
分
な
人
員
等
の
体

制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
日
本
学
生
支
援
機
構
に
お
け
る
実
施
体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

(
４)

 

「
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」（
仮
称
）
は
、
ど
の
よ
う
な
議
論
経
過
の
も
と
に
事
業
化
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
同
事
業
の
具
体
的
な
内
容
、
人
員
、
体
制
、
予
算
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
事
業
の

実
施
に
よ
り
、
学
校
現
場
に
お
け
る
予
約
採
用
業
務
の
負
担
が
ど
の
程
度
軽
減
さ
れ
る
の
か
。 

(

５)
 

学
資
支
給
基
金
と
し
て
七
十
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
七
十
億
円
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
学
資
支
給

基
金
へ
の
民
間
か
ら
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、
い
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
か
。
民
間
か
ら
の
寄
付
は
、
対
象
者
の

拡
大
や
給
付
金
額
の
引
き
上
げ
の
原
資
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。
少
な
く
と
も
、

二
〇
一
八
年
度
以
降
、
一
学
年
二
万
人
分
の
予
算
に
つ
い
て
は
政
府
の
責
任
に
お
い
て
財
源
を
確
保
し
、
民
間
か
ら
の

寄
付
が
増
え
た
分
を
減
額
す
る
こ
と
は
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


